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提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
専

決
処
分
の
報
告
４
件
、
条
例

改
正
が
15
件
、
19
年
度
一
般

会
計
等
決
算
認
定
が
12
件
、

20
年
度
補
正
予
算
10
件
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
関
係

が
12
件
、
追
加
案
件
と
し
て

教
育
委
員
選
任
と
市
長
・
副

市
長
の
給
与
条
例
改
正
の
案

件
で
あ
る
。

■
軽
自
動
車
税
、
納
期
が
変
更

　

市
税
条
例
の
一
部
改
正

は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
末

の
変
更
で
、
４
月
30
日
か
ら

５
月
31
日
に
変
更
さ
れ
た
。

だ
け
に
な
る
。

■
歯
科
診
療
所
お
よ
び
診
療

所
条
例
の
一
部
改
正

二
つ
の
診
療
所
の
文
書
料
が

改
正
さ
れ
た
。
普
通
の
診
断

書
は
１
，５
７
５
円
か
ら
２
，

１
０
０
円
に
、
複
雑
な
診
断

書
（
保
険
提
出
等
）
は
４
，

２
０
０
円
が
、
５
，
２
５
０

円
に
な
る
。

死
亡
診
断
書
は
現
行
３
，
１

５
０
円
か
ら
、
４
，
２
０
０

円
に
改
定
さ
れ
た
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

出
産
育
児
一
時
金
が
、
現

行
35
万
円
が
38
万
円
に
改

正
。
改
正
条
例
の
実
施
は
平

成
21
年
１
月
１
日
。
さ
ら
に

国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例

の
診
断
書
等
文
書
料
も
改
定

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
民
健

康
保
険
税
の
納
期
延
長
を
求

め
て
き
た
が
、
来
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
の
６
回
か
ら
８
回

に
変
更
さ
れ
、
納
期
末
は
２

月
末
と
な
っ
た
。

■
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ

る
産
業
集
積
の
形
成
お
よ

び
活
性
化
に
係
る
固
定
資

産
税
の
課
税
減
免
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
は
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
対
象
額
は
３
億

円
以
上
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を

２
億
円
に
改
め
、
農
林
漁
業

関
連
業
種
は
５
０
０
０
万
円

に
改
め
た
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

 

団
員
の
定
年
を
65
歳
に
改

正
し
、公
布
の
日
か
ら
施
行
。

■
病
院
事
業
使
用
料
、
手
数

料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

改
正
点
は
「
分
べ
ん
料
」

の
時
間
内
、
時
間
外
等
料
金

の
改
定
。
さ
ら
に
文
書
料
の

改
定
な
ど
。
数
項
目
に
わ
た

る
料
金
改
定
内
容
で
あ
る
。

分
べ
ん
料
の
実
施
は
平
成
21

年
１
月
１
日
。

■
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
、
歳
出

　

１
億
３
４
１
万
４
千
円
が

追
加
補
正
さ
れ
た
。

　

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
の

３
億
５
５
６
５
万
４
千
円
と

国
庫
支
出
金
が
主
な
も
の
。

基
金
繰
入
金
３
億
円
、
市
債

２
，
５
８
０
万
円
は
減
額
。

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
民
生

費
７
４
９
２
万
円
と
総
務
費

３
６
７
６
万
円
、
消
防
費

２
０
７
５
万
円
で
あ
る
。

　

商
工
費
、
教
育
費
、
農
林

水
産
業
費
、
衛
生
費
は
減
額

補
正
さ
れ
た
。

　

民
生
費
は
２
３
３
０
万
円

が
生
活
保
護
費
、
農
林
水
産

費
は
花
葉
館
の
施
設
整
備
費

で
、
２
５
３
６
万
円
で
ポ
ン

プ
や
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
の
整

備
。

　

教
育
費
は
学
校
の
工
事
請

負
費
（
旧
校
舎
解
体
）
が
大

幅
に
減
額
と
な
っ
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
経
費
削

減
型
の
補
正
予
算
で
あ
っ

た
。

　

議
案
質
疑
で
は
総
務
費
の

財
産
管
理
費
、
パ
ー
ト
職
員

の
手
当
支
給
、
花
葉
館
の
施

設
整
備
費
、財
政
調
整
基
金
、

土
地
売
払
な
ど
の
質
疑
が
交

わ
さ
れ
た
。

　
「
世
界
の
経
済
が
同
時
不
況
に
陥
る
の
は
１
０
０
年
に
一
度
」
と
い
う
。
昨
秋
以
来
、

ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
大
企
業
の
大
半
が
瞬
く
間
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
世
界
経
済
は

大
混
乱
し
て
い
る
。

　

国
会
も
県
議
会
も
不
況
対
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
財
政
支
援
や
労
働
者
の
救
済

を
進
め
て
い
る
。
仙
北
市
に
お
い
て
も
光
学
レ
ン
ズ
な
ど
製
造
業
の
事
業
所
で
受
注

が
減
り
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
解
雇
や
正
規
社
員
の
賃
金
抑
制
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
会
社
や
商
店
の
破
産
，
倒
産
も
相
次
い
で
い
る
。

　

対
応
が
注
目
さ
れ
た
12
月
議
会
だ
っ
た
が
、「
歳
出
削
減
の
方
針
に
変
わ
り
な
い
」

と
い
う
石
黒
市
長
の
考
え
に
、
議
会
は
具
体
的
な
対
応
策
を
早
急
に
示
し
、
臨
時
議

会
を
開
催
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清

眺
苑
を
民
営
化

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

た
ざ
わ
こ
清
眺
苑
が
民
営
化

さ
れ
、「
県
南
ふ
く
し
会
」

が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
直
営
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
か
く
の
だ
て
桜
苑

「平成19年度一般会　計決算を不認定」
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い
。

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計

は
、
桜
ま
つ
り
臨
時
駐
車
場

料
金
の
不
適
切
な
取
り
扱
い

が
あ
り
、
一
般
会
計
に
入
る

べ
き
お
金
が
入
っ
て
い
な
い

こ
と
を
当
局
は
認
め
た
。
結

果
的
に
こ
の
こ
と
が
「
不
適

正
」
と
な
り
決
算
は
不
認
定

と
な
っ
た
。
次
に
財
政
指
標

だ
が
、
財
政
硬
直
化
を
示

す
経
常
収
支
比
率
が
、
92
・

９
％
で
標
準
80
％
を
大
き
く

財
政
健
全
化
に
危

機
感
と
責
任
を
！

　
「
広
報
せ
ん
ぼ
く
」

一
月
号
に
不
認
定
と

な
っ
た
19
年
度
決
算

状
況
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
12
月
議
会
で

全
会
一
致
で
こ
の
決

算
を
不
認
定
と
し

た
。
ま
た
財
政
指
標

も
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
議
会
だ
よ
り
と

比
較
し
て
く
だ
さ

上
回
っ
て
い
る
。
実
質
公
債

費
比
率
18
％
を
超
え
る
と

地
方
債
許
可
団
体
と
な
る

が
、
19
・
５
％
の
仙
北
市
は

す
で
に
対
象
団
体
と
な
っ
て

い
る
。
公
債
費
負
担
比
率
は

20
％
が
危
険
ラ
イ
ン
で
あ
る

が
、仙
北
市
は
23
％
で
あ
る
。

議
会
終
了
前
に
「
広
報
せ
ん

ぼ
く
」
の
文
書
作
成
を
し
た

と
思
う
が
、
当
局
も
認
め
た

不
認
定
決
算
を
市
民
に
ど
う

説
明
す
る
の
か
。

先
ず
は
市
税
の
収
納
率

向
上
を
全
庁
体
制
で
！

　

19
年
度
決
算
で
市
税
収
入

は
、
税
源
移
譲
で
や
や
伸
び

た
が
、
地
方
交
付
税
に
頼
る

傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

先
ず
は
市
税
の
収
納
率
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
市
税

３
億
４
７
０
０
万
円
、
国
保

税
３
億
２
０
０
０
万
円
で

６
億
７
０
０
０
万
円
近
い
滞

納
繰
越
が
あ
る
。

　

仙
北
市
は
人
口
減
少
や
高

齢
化
、
大
き
な
産
業
が
な
い

こ
と
が
、
税
収
が
少
な
く
財

政
基
盤
が
弱
い
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
税
収
を
増
や

す
即
効
薬
は
な
い
が
、
中
長

期
的
見
通
し
の
施
策
が
大
事

■
平
成
20
年
度
特
別
会
計
補

正
予
算

　

仙
北
市
の
特
別
会
計
は
11

あ
る
が
、
12
月
議
会
で
補
正

額
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
あ

る
。
５
０
２
６
万
円
の
補
正

で
、
高
額
医
療
費
共
同
事
業

拠
出
金
と
保
険
財
政
共
同
安

定
化
事
業
拠
出
金
に
充
て
ら

れ
た
。

■
市
有
財
産
の
無
償
譲
渡

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た

ざ
わ
こ
清
眺
苑
の
施
設
等
財

産
を
「
県
南
ふ
く
し
会
」
に

移
譲
す
る
議
案
。
詳
細
は
４

Ｐ
，５
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
大
半
の
施
設
は
公
募
な
く

前
回
ど
お
り
の
指
定

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

指
定
は
今
回
12
の
施
設
に
つ

い
て
行
な
わ
れ
た
が
、
制
度

導
入
の
際
に
議
論
さ
れ
た

「
公
募
に
よ
る
競
争
」
は
新

規
に
指
定
さ
れ
た
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
と
角
館
交
流
セ
ン

タ
ー
の
み
で
、
他
の
10
ヶ
所

は
公
募
も
な
く
従
来
ど
お
り

の
指
定
と
な
っ
た
。

■
市
長
、
副
市
長
の
１
月
の

給
料
を
減
じ
る
条
例
改
正

　

議
会
最
終
日
に
追
加
提
案

さ
れ
た
条
例
改
正
で
あ
る
。

理
由
に
つ
い
て
食
い
違
い
が

見
ら
れ
た
。

　

市
長
は
「
特
養
桜
苑
の
不

祥
事
の
監
督
責
任
」」
と
答

弁
。
総
務
部
長
は
「
桜
ま
つ

り
駐
車
場
料
金
の
不
適
正
な

取
り
扱
い
な
ど
一
連
の
問
題

の
措
置
」と
答
え
、食
い
違
っ

た
。

■
地
域
経
済
活
性
求
め
る

　

12
月
議
会
に
何
ら
具
体
策

を
示
さ
な
か
っ
た
当
局
に
、

「
対
策
本
部
の
設
置
」、「
緊

急
予
算
措
置
」、「
金
融
機
関

等
関
係
者
協
議
に
よ
る
具
体

策
」、「
公
共
事
業
の
前
倒
し
」

な
ど
を
求
め
る
議
会
決
議
を

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

だ
。
例
え
ば
市
有
財
産
の
遊

休
地
の
利
活
用
で
あ
る
。
固

定
資
産
税
の
増
収
、
定
住
人

口
を
増
や
す
施
策
に
な
る
。

次
に
他
に
遅
れ
を
と
る
雇
用

の
場
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き

だ
。

　

さ
ら
に
仙
北
市
の
産
業
振

興
に
係
る
予
算
が
、
地
場
で

働
く
人
々
に
い
か
に
直
結
し

て
い
る
か
。
市
民
が
豊
か
に

な
ら
な
け
れ
ば
市
の
財
政
は

好
転
し
な
い
。
財
政
を
豊
か

に
す
る
施
策
に
全
力
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成 19年度一般会計等決算特別委員会
桜
ま
つ
り
臨
時
駐
車
場
料
金
問
題
で
、

一
般
会
計
決
算
は
不
認
定

「平成19年度一般会　計決算を不認定」
−平成20年 12　月定例会−


